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小学校プールの生産力とその利用法について
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多 く の小学校には高学年用の大プールと低学年用の小プールがあり , 水泳指導等でのプールの使用は基本的に 6 月中旬

から 8 月末までである。 しかし , 9 月以降も防火用水と して水を貯めたまま放置されているこ とが多い。 プールでは春に

ミ ジンコの発生が見られるほか, 水泳指導前のプール清掃時には, ト ンボの幼虫であるヤゴやミ ジンコの休眠卵などが多

く 見つかっている。 これらの生き物は小学校理科や生活科において, 教材と して扱う生き物ばかりである。 校区が都市化

し , 教材生物の確保が難しかったり , 人工的なビオト ー プを作って生態系を学んでいる中, プールの生物, その生物を育め

る生産力を教材と して活用できれば, 体験的な学習に有益だと思われる。

そこで , 本研究では, プールの生物について, 質的 ・ 量的な調査を行い, その生産力について検討を行った。 その結果, 

小学校プールには多 く の生き物を育む生産力があると推測するこ とができた。 そこで, 5 学年の 『動物の一生』 の教材を

得る場と してのプールの活用や 6 学年の 『生物のつながり』 での食物連鎖の観察の場と しての学校プールの活用など, 年

間を通したプール活用計画を提案する。 
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1 . はじめに
瀬戸内海沿岸部の小学校でのプールの使用は, 6 月中

旬から 8 月末までであり , 9 月以降は, 防火用水と して
放置されているこ とが多い。 しかし , プールでは春にミ
ジンコの大量発生が見られるほか (川底ら 2010) , 水泳
指導前のプール清掃時には , ヤゴやミ ジンコの休眠卵が

多 く見つかっている。 これらの生き物は小学校理科 3 学
年の 「昆虫と植物」, 4 学年の 「生き物の 1 年間」, 5学
年の 「動物の誕生」, 6 学年の 「生物のつながり」 で教
材と して扱う生き物ばかりである。 校区が都市化し, 教
材生物の確保が難しかったり , 人工的なビオトー プを作っ
て生態系を学んでいる中, プールの生物, その生物を育
める生産力を教材と して活用できれば, 体験的な学習に
有益だと思われる。 また, ほとんどの小学校には, 低学
年用の小プールがあり , 比較的簡単に生物を採取でき , 
安全面においても小プールは利用しやすいと考えられる。 

プールの生物の活用については, ヤゴの採集 ・ 羽化に関
する報告 (高田 1995, 松島ら 1998) , や蜻 目昆虫の報

告 (渡辺 1999) 以外に, 教材と しての活用報告などは
ほと んど見られない。

そこで , 本研究では, プールの生物について, 質的 ・ 
量的な調査を行い, その生産力について検討すると と も
に, 単元 ・ 教材に合わせた活用について提案する。 調査
は兵庫県明石市内の小学校 2 校で行った。 また調査は, 
ヤゴが見分けられる く らい大き く なっていると思われる

11月から12月にかけて行った。 

2 . 調査方法
(1) 調査対象校
兵庫県明石市内の小学校28校の中の2 校を対象として

調査を行った。 小学校の周りにほとんど自然が残つてい

77 

ない地域であり , 大きな工場が近く にある都市部の明石
市立貴崎小学校と明石市内では自然が豊かな山間部に近

い明石市立高丘東小学校のプールで行った (図 1 )。 ま
た, この2 校は各学年 2 クラスの中規模校である (表 1 )。 
両校と も 1 , 2 学年が使用する小プールと大プールが
あり , 高丘束小学校では, 敷地面積の関係で小プールと
大プールが繁がっていた。 

(2) 調査方法
まず最初に, 周り に自然がほとんどない貴崎小学校の
プールで調査を行った。 こ れは, 都市部の小学校のプー

ルが利用可能かを見極めるために最初に行った。 また, 
小プールが独立しているため, その中の大型生物につい
てはすべて採取できると考えた。 水泳指導後, 約 2 ヶ月
経過した11月 (平成25年11月13 日14時30分) に調査を行っ
た。 調査は, 大型生物と してト ンボの幼虫であるヤゴを
すべて採取した。 また, プラ ンク ト ンと してどのよう な
ものがいるか確かめるため, プラ ンク ト ン採取用ネ ッ ト
を用いて小型生物を採取した。 さ らにプール壁について

いる緑色の、操も採取した。 大型生物と動きの速い小型生

物は, 70%エ タ ノ ールでその場で固定し , 種の同定に用
いた。 プラ ンク ト ンについては, 生物顕微鏡を用いてど
のよう な生物が生息しているか調べた。

高丘東小学校での調査は12月 (平成25年12月 4 日14時
30分) に行った。 小プールと大プールが繁がっていたた
め, すべてのヤゴを採取するこ とは行わず, 大型生物の
種の同定と プラ ンク ト ン採取のみを行った。

各小学校で調査を行った日の気温, 水温等については
表2 に示す。 

*兵庫教育大学大学院修士課程 * * 兵庫教育大学大学院教育内容 ・ 方法開発専攻 * * * 明石市教育委員会 平成26年10月24 日受理
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図 1 明石市立貴崎小学校および高丘東小学校の位置と各校の

小プール A ; 貴崎小学校, B ; 高丘東小学校

3 . 調査結果
(1) 貴崎小学校小プールで見られた生物について
都市部の小学校において, 循環停止後約 3 ケ月経過し
た小プールでは様々な生物が生息していた。 特にプール

の 4 カ所のコーナーに多 く の大型生物が見られた。 また
プールの底や壁面に緑藻が付いていた。 貴崎小学校小プー

ルでの生物を図 2 に示す。 大型生物であるヤゴはプール
の底や壁に付いていた。 また, 落ち葉があるとこ ろでは, 
その裏にたく さん生息していた。 その他, ヒ メ ゲンゴロ
ウが 3 匹採取できた。 コマツモムシは動きが速く全てを
採取し数えるこ とはできなかったが, 最も数的には多 く
生息していたと思われる。

大型生物であるヤゴの総数は, 死んでいたヤゴと排水
溝へ逃げたヤゴを含めて68匹が小プールから採取できた。

はいき よく

これらのヤゴの種の同定を行った結果, 背棘がないこ と
と , 第 8 側棘の先端が第 9 側棘の末端にちよう ど届いて
いるこ とから , ウスバキト ンボのヤゴであると確定した。 
そして, 貴崎小学校の小プールから採取されたヤゴは全
てウスバキ ト ンボのヤゴだった (図 3 )。 ウスバキ ト ン

ボは, 全世界の熱帯 ・ 温帯に広く分布しており , 日本各
地で見られる種で , 暖かく なってから南西諸島から渡つ

表 1 貴崎および高丘東小学校の児童数 (平成25年度) 

貴崎小学校 高丘東小学校

1学年

2 学年

3 学年

4 学年

5 学年

6 学年

全児童数

は小ブール 用

9
 
0
 
2
 
7
 
9
 
3
 
07
 

4
 
5
 
4
 
4
 
5
 
5
 
3
 

示

6
 
8
 
3
 
9
 
7
 
0
 
34
 

5
 
4
 
6
 
5
 
4
 
6
 
3
 

全児童数には特別支援学級の児童を含む。

表 2 調査日および小プールの状況等
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てきて, 世代を繰り返しながら日本列島を北上する。 し
かし , 日本の冬を越すこ とが出来ず, 冬になると死減し
てしまい春には見られない。

プールの側面や底に付いている緑の付着物の中には , 
イ カダモなどの緑藻類や珪藻類が多 く見られた。 

(2 ) 高丘束小学校小プールでみられた生物について
高丘東小学校でも貴崎小学校と同様にウスバキト ンボ

のヤゴ, ヒ メ ゲンゴロウ, コマツモムシが採取できた。 
高丘束小学校小プールでの生物を図 4 に示す。 高丘束小
学校は周りに公園があったり山に近いこ ともあり , 貴崎
小学校と比べてはるかに多 く の落ち葉が見られた。 貴崎

小学校の場合と同様にヤゴは落ち葉の下に多 く 生息して

いた。 小プールの構造上, 数量的に比較できなかったが, 
落ち葉の数の多さからヤゴの総数は高丘束小学校の方が

多いと考えられる。 また, 貴崎小学校と同様に, プラ ン
ク ト ンの仲間と してイ カダモなどの緑藻類や珪藻類が多

く 見られた。 

4 . 考察および提案
両校と もに昆虫ではウスバキ ト ンボのヤゴ, コマツモ
ムシ, ヒ メ ゲンゴロウが採取された。 また , プールの底
や側面にも多 く の緑藻が生えており , たく さんの種の植
物プラ ンク ト ンや動物プラ ンク ト ンの生息が確認された。 

このよう に, 明石市の北部で周囲に自然の多い高丘東小
学校でも , 南部の住宅街にある都市部の貴崎小学校でも
ほぼ同じ生物種が見られたこ とから , これらの生物種は
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図 2 貴崎小学校の小プールで観察された生物
A, B ; 小プールの水の中, C ; ヒ メゲンゴロウ, D ; コマツ
モムシ a ; 落ち葉の上にいるウスバキ ト ンボのヤゴ, b ; 水
中のコマツモムシ , G ; 緑漢

瀬戸内地域ではほとんど全ての小学校で活用でき る と考

えられる。 また, プールには水泳指導終了後約 2 ケ月半
で, これら多 く の生き物を育む生産力があると考えるこ
とができる。 さ らに, プールで見られる生物については, 

束京都と千葉県での報告もあり (森川 2012) , 瀬戸内地
域のみならず関東地方においても , プールの生物を教材
と して活用可能であると考えられる。 これらの結果は, 
全国の都市部の小学校での生物教材の確保に, どの学校
にもあるプールが有効に活用できるこ と を示唆している。

図 5 は, 啓林館の 『わく わく 理科』 の年間指導計画を
示しているが, 小学校 5 学年の 「動物の一生」 の教材を
得る場と してのプールの活用や 6 学年の 「生物のつなが
り」 での食物連鎖の観察の場と しての学校プールの活用

など, 年間を通したプール活用計画を提案するこ とがで
きる。6 学年の 「生物のつながり」 は水泳指導時期と重
なるため, プール清掃前の 6 月に食物連鎖に関係する生
物の観察を行わせおく 必要がある。

このよう に, ほと んどの小学校において , 水泳指導終
了後プールは防火用水と して水を貯えたままである。 9 
月の気温も結構高いため, プールの塩素もかなり早い段
階でぬけることが予想できる。 そのため, 除藻剤を使用
しない小学校のプールでは , 多種多様のプラ ンク ト ンが

_ 
水泳指導期間

図 3 小プールで採取されたウスバキ ト ンボのヤゴ
赤丸で示したと こ ろには, 背棘がみられない。
赤い矢印は, 第 8 側棘の先端を示す。 
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図 4 高丘東小学校の小プールの様子
A ; 水中の落ち葉の様子, B ; プール底の緑藻の様子

生息し, それを餌にする大型生物も育むことができる。 
生物の教材は, 主に春から夏までに必要なこ とが多い。 
このプールの生物を上手く使用できれば, 教材の入手に
困るこ と もな く なると考えられる。 小学校教材と しての

プールの生物の活用を年間指導計画とともに考えていけ

ば, 生活科や理科での教材と して有効に活用できるので
はないかと思われる。 課題と しては, 今回観察されたこ
とが, 毎年同様な傾向にあるかどう かを継続して見てい
く 必要がある。 また, 今後, この指導計画が実施可能で
あるかどう かについても教育現場で検討していく 必要が

ある。 
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図 5 小学校理科の年間指導計画 (啓林館)
赤丸の単元で小プールの生物が利用できる。 
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